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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

日
時　

５
月
23
日
（
土
）
午
後
７
時
〜
９
時

講
師　

 

高
橋
一
也
氏
（
大
阪
歯
科
大
学
高
齢
者
歯
科
学
准
教

授
）

内
容　

 

①
高
齢
者
の
心
身
等
の
特
性
②
口
腔
機
能
の
管
理
③

緊
急
時
対
応
等

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

会
費　

千
円　
　

定
員　

１
０
０
人
（
要
事
前
申
し
込
み
）

後
援　

日
本
老
年
歯
科
医
学
会
関
西
ブ
ロ
ッ
ク

※
修
了
証
を
発
行
し
ま
す
（
途
中
入
退
場
者
に
は
発
行
で
き

ま
せ
ん
）

※
参
加
は
大
阪
府
歯
科
保
険
医
協
会
会
員
本
人
に
限
る

在
宅
療
養
支
援
歯
科
診
療
所
の
施
設
基
準
に
係
る
研

修
会

日
時　

５
月
10
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

　
　
　

 

午
前
：
患
者
接
遇
マ
ナ
ー
研
修
（
ク
レ
ー
ム
対
応
含

む
）、午
後
：
助
手
編
、
衛
生
士
編
に
わ
か
れ
て
研
修

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

午
前
： 

水
原
道
子
氏
（
大
手
前
短
期
大
学
ラ
イ
フ
デ

ザ
イ
ン
総
合
学
科
教
授
）

　
　
　

午
後
：
歯
科
臨
床
・
学
術
部
講
師
団

会
費　

７
千
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
） 

定
員　

助
手
編
90
人
、
衛
生
士
編
30
人

※
受
講
者
全
員
に
『
デ
ン
タ
ル
ス
タ
ッ
フ
の
た
め
の
歯
科
保

険
診
療
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』（
頒
価
４
千
円
）
を
配
布
、『
修

了
証
』
を
発
行
し
ま
す

※
開
催
要
項
・
会
場
案
内
地
図
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
必
ず

事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

新
人
ス
タ
ッ
フ
総
合
講
座

日
時　

５
月
30
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

会
場　

 

千
里
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
６
階
会
議

室
（「
千
里
中
央
」
駅
北
出
口
か
ら
す
ぐ
））

講
師　

 

大
山
秀
樹
氏
（
吹
田
市
開
業
、
兵
庫
医
科
大
学
・
神

戸
常
盤
大
学
非
常
勤
講
師
）

会
費　

会
員
、
ス
タ
ッ
フ
無
料　
　

定
員　

50
人

歯
科
医
療
の
役
割
を
病
理
解
剖
症
例
か
ら
学
ぶ
〜
医

科
歯
科
連
携
を
ど
う
進
め
る
べ
き
か
〜

北
大
阪
地
区
会
員
交
流
会

日
時　

５
月
17
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

牛
島
進
氏
（
福
岡
県
福
岡
市
博
多
区
開
業
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

難
治
性
の
感
染
根
管
治
療
を
考
え
る

５
月
度
生
涯
研
修

①
歯
内
療
法
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
知
る

　

日
時　

５
月
30
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

　

内
容　

 

歯
内
療
法
の
原
則
、
無
菌
的
処
置
、
根
管
形
成
・

洗
浄
・
貼
薬
、
根
管
充
填

②
難
症
例
へ
の
対
応

　

日
時　

６
月
６
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

　

内
容　

 

な
ぜ
治
ら
な
い
の
か
？
、
外
科
的
歯
内
療
法
、
再

治
療
に
お
け
る
意
思
決
定

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

山
本
信
一
氏
（
宝
塚
市
開
業
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

歯
内
療
法
２
回
シ
リ
ー
ズ
講
習
会

大
阪
市
北
部
・
東
部
地
区

シール投票で対話する
小澤理事長（右）と事
務局　　　　　　　　

ポスターをかかげてア
ピールする下井戸副理
事長（右）　　　　　

①天保山渡船場
②甚兵衛渡船場
③千歳渡船場
④落合上渡船場
⑤落合下渡船場
⑥千本松渡船場
⑦船町渡船場
⑧木津川渡船場

大
阪
府
歯
科
保
険
医
協
会
理
事
会
声
明

米
国
の
あ
ら
ゆ
る
戦
争
に
自
衛
隊
を
参
加
さ
せ
る

「
安
全
保
障
」
法
制
の
法
案
化
の
中
止
を
求
め
る

大阪市なくさんといてよ！ 理事会前に髙島屋前で街宣

　

古
来
数
多
く
の
川
が
流

れ
、
水
の
都
と
呼
ば
れ
た
大

　

自
民
・
公
明
両
党
は
３
月

20
日
、
昨
年
７
月
１
日
の
集

団
的
自
衛
権
の
行
使
容
認
閣

議
決
定
に
基
づ
き
、
安
全
保

障
法
整
備
の
具
体
的
な
方
向

性
に
つ
い
て
合
意
し
た
。

「
合
意
文
書
」
が
指
示
す
る

安
保
法
制
整
備
は
、
米
国
が

起
こ
す
あ
ら
ゆ

る
戦
争
を
平
時

・
有
事
の
切
れ

目
な
く
自
衛
隊

が
支
援
す
る
た

め
で
あ
る
。
政

全
保
障
の
要
で

あ
る
。
大
阪
府

歯
科
保
険
医
協

会
は
命
を
守
る

歯
科
医
師
の
団

体
と
し
て
、
安

団
的
自
衛
権
の
行
使
を
含
む

自
衛
隊
の
海
外
で
の
武
力
行

使
を
容
認
し
、
日
本
を
戦
争

で
き
る
国
へ
と
つ
く
り
変
え

る
も
の
で
、
憲
法
９
条
を
否

定
す
る
違
憲
行
為
で
あ
る
。

閣
議
決
定
と
新
立
法
で
憲
法

９
条
を
実
質
的
に
改
憲
す
る

る
テ
ロ
特
措
法
、
イ
ラ
ク
特

措
法
で
制
約
さ
れ
て
い
た

「
戦
闘
地
域
へ
は
行
か
な

い
」
と
い
う
〝
歯
止
め
〞
を

撤
廃
す
る
こ
と
に
加
え
、
恒

久
法
化
し
米
国
の
要
請
に
応

え
い
つ
で
も
自
衛
隊
が
軍
事

支
援
を
行
え
る
仕
組
み
づ
く

り
に
あ
る
。
ま
た
、
周
辺
事

態
法
を
改
定
し
日
本
周
辺
と

い
う
地
理
的
制
約
を
な
く

な
い
」
人
道
支
援
や
治
安
維

持
活
動
で
の
紛
争
地
派
兵
ま

で
が
狙
わ
れ
て
い
る
。

　

第
２
の
問
題
は
、
米
国
の

戦
争
に
集
団
的
自
衛
権
を
発

動
し
て
参
戦
可
能
に
す
る
こ

と
で
あ
る
。「
閣
議
決
定
」

に
対
応
し
、「
武
力
行
使
の

新
３
要
件
」
を
武
力
攻
撃
事

態
対
処
法
な
ど
に
書
き
込

み
、
日
本
に
対
す
る
武
力
攻

保
法
制
が
通
れ
ば
、
自
衛
隊

員
の
戦
死
の
危
険
は
高
ま

り
、
自
衛
隊
員
が
他
国
民
を

殺
し
、
殺
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
ま
た
、
国
民
が
テ
ロ
の

標
的
に
な
る
危
険
も
高
ま
る

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

軍
事
力
・
軍
事
同
盟
に
よ

る
安
全
保
障
体
制
で
は
な

く
、
日
本
国
憲
法
の
掲
げ
る

平
和
主
義
こ
そ
が
日
本
の
安

こ
と
は
、
立
憲
主
義
と
国
民

主
権
に
反
し
許
さ
れ
な
い
。

私
た
ち
は
、
与
党
合
意
に
抗

議
す
る
と
と
も
に
、
違
憲
の

閣
議
決
定
を
撤
回
し
、
安
全

保
障
法
制
の
立
法
作
業
を
直

ち
に
中
止
す
る
こ
と
を
求
め

る
。

　

合
意
の
第
１
の
問
題
は
、

こ
れ
ま
で
の
時
限
立
法
で
あ

し
、
自
衛
隊
を
世
界
の
ど
こ

へ
で
も
派
遣
可
能
に
す
る
。

さ
ら
に
、
戦
闘
現
場
で
も
捜

索
・
救
助
を
継
続
で
き
る
こ

と
を
恒
久
法
に
盛
り
込
も
う

と
し
て
い
る
。

　

国
際
平
和
協
力
法
（
Ｐ
Ｋ

Ｏ
）
の
改
定
で
は
、
Ｐ
Ｋ
Ｏ

で
の
武
器
使
用
権
限
の
拡
大

に
加
え
、「
国
連
が
統
括
し

撃
が
な
く
て
も
政
府
の
裁
量

次
第
で
米
国
の
無
法
な
先
制

攻
撃
戦
争
に
も
参
加
で
き
る

よ
う
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

自
衛
隊
は
１
９
９
０
年
代

か
ら
海
外
派
兵
に
踏
み
出
し

た
が
、
こ
れ
ま
で
一
人
の
戦

死
者
も
出
さ
ず
、
一
人
の
外

国
人
も
殺
し
て
こ
な
か
っ

た
。
合
意
文
書
に
沿
っ
た
安

保
法
案
化
反
対
の
一
点
で
幅

広
い
国
民
と
協
力
・
共
同
を

広
げ
、
９
条
の
平
和
主
義
を

は
じ
め
と
す
る
憲
法
理
念
の

実
現
へ
力
を
尽
く
す
。

 

以
上

２
０
１
５
年
４
月
11
日

大
阪
府
歯
科
保
険
医
協
会
第

１
回
理
事
会

　大阪市を解体・分割する「都
構想」に反対しようと、協会は
４月11日、理事会前に難波・髙
島屋前で街頭宣伝を行い、小澤
力理事長、下井戸昭介副理事長
らが参加。「大阪市なくさんと
いてよ」などと書かれたポスタ
ーを掲げてアピールした。
　道行く人に「都構想」に賛成
・反対を、尋ねるシール投票で
対話。賛成派だという男性は、
「歯科医が反対しているのは医
療が悪くなるということか。考
えなおしたい」と心配していた。

府
は
周
辺
事
態
法
改
定
や
海

外
派
兵
恒
久
法
制
定
、
集
団

的
自
衛
権
の
行
使
を
可
能
に

す
る
自
衛
隊
法
改
定
な
ど
６

つ
の
柱
か
ら
な
る
法
案
作
成

作
業
を
進
め
、
５
月
中
旬
の

国
会
提
出
を
狙
っ
て
い
る
。

　

そ
も
そ
も
、
昨
年
７
月
１

日
の
閣
議
決
定
は
歴
代
政
府

の
憲
法
解
釈
を
変
更
し
、
集

阪
に
は
、
人
々
の
往
来
の
た

め
の
多
く
の
渡
船
場
が
あ
っ

た
が
、
時
代
と
と
も
に
、
橋

が
架
か
る
た
び
に
船
着
き
場

は
廃
止
さ
れ
て
い
っ
た
。
１

年
か
ら
は
現
在
の
８
カ
所
の

ま
ま
減
っ
て
な
い
ら
し
い
。

　

こ
の
８
つ
の
船
着
き
場
を

発
着
す
る
８
航
路
の
う
ち
７

つ
は
大
正
区
に
あ
る
。
乗
船

料
は
無
料
と
い
う
こ
と
も
あ

が
通
航
す
る
た
め
、
高
い
橋

に
な
っ
て
お
り
、
ビ
ル
の

４
、
５
階
ま
で
登
っ
て
降
り

る
ぐ
ら
い
の
高
さ
に
あ
る
の

で
徒
歩
や
自
転
車
の
人
に
は

ち
ょ
っ
と
き
つ
す
ぎ
る
た
め

た
。

　

朝
の
ラ
ッ
シ
ュ
時
に
は
学

生
の
利
用
も
多
く
、
最
も
乗

降
客
の
多
い
渡
船
で
あ
る
。

　

便
数
が
多
く
、
昼
の
閑
散

時
で
も
15
分
に
１
本
、
ラ
ッ

シ
ュ
時
は
随
時
出
港
し
て
い

る
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る

と
、
朝
の
ラ
ッ
シ
ュ
時
は
、

２
隻
の
船
で
ピ
ス
ト
ン
輸
送

を
し
て
も
積
み
残
し
が
出
る

ほ
ど
だ
と
か
。

　

船
に
乗
り
込
む
と
す
ぐ
に

出
航
、
94
㍍
の
狭
い
川
幅
を

Ｓ
字
を
描
い
て
、
約
１
分
で

向
こ
う
岸
に
つ
い
て
し
ま
っ

た
。

　

大
き
く
揺
れ
る
と
か
は
無

い
が
、
航
路
は
ほ
と
ん
ど
直

進
部
分
が
な
く
、
曲
が
り
続

け
る
た
め
横
Ｇ
が
か
か
る
の

で
、
手
す
り
を
持
っ
て
い
な

い
と
、
危
な
い
感
じ
だ
。

　

大
阪
市
の
公
共
交
通
機
関

と
し
て
の
大
阪
市
バ
ス
は
、

経
費
削
減
に
よ
り
、
経
路
や

便
数
が
ど
ん
ど
ん
減
ら
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
の
渡
船
に
関

し
て
は
、
便
数
も
変
わ
ら
ず

無
料
で
存
続
し
て
い
る
。

　

今
の
市
長
の
も
と
で
は
、

い
つ
廃
止
さ
れ
る
か
わ
か
ら

な
い
が
、
今
の
う
ち
に
大
阪

市
の
風
物
詩
の
渡
船
に
乗
っ

て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
？

 

（
新
聞
部
・
南
端
理
伸
）

９
３
５
年
に
は
渡
船
場
31
カ

所
、
年
間
利
用
者
は
歩
行
者

が
約
５
７
５
２
万
人
、
自
転

車
等
が
約
１
４
４
２
万
台
を

数
え
た
そ
う
だ
。
１
９
８
９

っ
て
か
、
年
間
で
２
０
０
万

人
の
足
と
し
て
使
わ
れ
て
い

る
。

　

大
正
区
の
周
囲
に
も
橋
は

か
か
っ
て
い
る
が
、
大
型
船

か
、
今
も
渡
船
が
存
続
し
て

い
る
よ
う
だ
。

　

今
回
は
、
港
区
と
大
正
区

の
間
に
か
か
る
甚
兵
衛
（
じ

ん
べ
え
）
渡
し
に
乗
っ
て
み

①
②

③
⑦
⑧ ⑥

住之江区住之江区

西成区西成区

浪速区浪速区

大正区大正区

港区港区

此花区此花区

⑤
④

271

２
０
０
万
人
が
利
用
す
る
無
料
渡
船

大
正
区

大
正
区


